
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

   
学 校 名       

瑞浪市立稲津中学校 

 
実 施 期 間 

平成２５年１１月 １日（金）～１１月１４日（木） 

 
実 施 概 要 

  

①ふれあい花活動 

種子から育てた千日紅の花を、地域の介護施設を含む14の施設の方々に届ける活動 

②地域ボランティア（映画、町民文化祭、町民福祉祭、町民運動会） 

稲津中学校の生徒が、ボランティアとして運営の手伝いをする活動 

③瑞浪高等学校との福祉交流学習や寿楽荘の利用者との交流 

  ｢福祉｣をテーマとした総合的な学習で、介護を学ぶ活動と高齢者との交流活動 

④PTA親子の絆講演会 

   「大切なこと」を演題にした講演会 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   □文化   □産業   レその他  
公開の方法 
 □授業公開 □成果発表 レ交流活動 レ講演会等 
 レ地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 
 

 
保 護 者 

 
               １００人 

 
 

 計 １２０人 
 

 
地域関係者 

 
               ２０人 

 
実 施 状 況 

 

①  れあい花活動 

・「いつも見守ってくださっている地域の方々に、全
校で育てた花を届けるという形で、感謝の気持ちを表
そう。」という生徒会の願いを行動に表したふれあ
い花活動も今年で4年目を迎えた。今年度は地域の
福祉施設を含む14の施設に全校生徒で種から育て
た計50鉢の千日紅の花を届けた。 

②  地域ボランティア 
・日頃から自分たちを見守り、支えてくださるふ
るさとに貢献しようとボランティアに参加する生
徒が多い。稲津町映画祭、町民夏祭り、町民福祉
祭、町民運動会などに今年度も多くの生徒がボラ
ンティアとして参加した。映画祭では、会場設置
から案内までを行い、地域の方には「中学生がい
ないと活動が成り立たない。」という言葉をいた
だいた。 

③  瑞浪高等学校との福祉交流学習 

・１年生は総合的な学習で「福祉」をテーマとし
ている。今年度は瑞浪高等学校生活福祉科の生徒
から、介助が必要な方への支援の方法を学んだり
、コミュニケーションの方法を交流したりした。 
④  PTA親子の絆講演会 
・「親子の絆」をテーマに、小児科医の蜂谷明子先生による講演会を行
った。蜂谷先生の講演「大切なこと」を通して、自分自身の在り方や家
族の絆について考えた。また、自分の思いを言葉にして相手に伝えるこ
との大切さについて学んだ。 

 
成果及び課題 

 

○地域の行事に参加することで、地域の一員として役立つ喜びを感じ、さ
らに自分にできる貢献をしようと意欲をもつ生徒が増えてきている。 

○公民館や町づくり協議会などからも、地域での活動を支える実践力と
して中学生の活躍はなくてはならないものと期待されている。 

●全校生徒が、地域で活躍することができるような活動を模索するとと
もに、年間を通じてふるさとに貢献する心を育む。 

 


